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小学校児童における精神的健康の短期的変化と生活習慣の関連について
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Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｉｎｖｅstigatethereciprocalrelationshipbetweenthechange

inmentalhealthduringaone-yearfollow-upandｌｉｆｅstyleforschoolchildrenmOkmawa，

Japan・Participantsinthisstudywere236boySand218girlsenrolledinthe5thgradeatfOur

elementaryschools，ａｎｄｗｅrefOUowed-uptothe6thgrade・

Mentalhealthscaleconsistedof5factors(!'physicalsymptomI',',depression,.,,,intelpe垢onal

anxietyio,''impulsivityI'ａｎｄ'ilowerselfefficacy，!).LifeStyle,includedsleepinmoderation,ｔｉｍｅ

ｏｆｇｏｉｎｇｔｏｂｅｄ，exerciseafterschoolhoursandoutsideschool，takinglessonsinvarious

sports，eatingbreakfast，playingTVgames，andaconversationwithparentsandfriends・Ａｌｌ

wereassessedbyselfadmmistratedquestionnaires

Theresultsofthisstudyaresummarizedasfollows：１)Fortheboys,therelationshipsbe-

tweenstateofmentalhealthandlifestyleweresignificantforthehabitoflongersleepmg

time，muchexerciseafterschoolhours，andtakmgmanylessonsinvarlousSports、Similarly，

forthegirls，significantfactorswere：ｔｈehabitofmanyconversationswithparentsand

fnends・Incontrast，２)Fortheresultsoffbllow-upstudyinallpupils，therelationshipsbe-

tweenchangeinmentalhealthandhabitoflife，ｔｈｅｃｈａｎｇｅｉｎｌｉｆｅｓｔｙｌｅｓｃｏｒｅｗｅｒｅｎotsignifi-

cant・Consequently，wesuggestedthepossibilitythatlifestyleinmoderationhadnot

improvedchildren1smentalhealth・However,inconclusion,wetakeintoresultl)manyprevi‐

ousstudies・Weshouldnotethatchildren,smentalhealthwasassociatedwithdailylifestyle．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：MentalHealth，SchoolChildren，Follow-upStudy，LifeStyle

体活動の重要性といった健康教育が盛んに行われ

ている。

一方、身体的側面のみならずメンタルヘルスに

関する問題は、最近の学校環境においても苛立ち

やムカツキ、キレル、いじめ、不登校といった様々

な形で顕在化している。このような中、文部科学

省は（1998年)、小学生においては「自他の心身

の発育・発達の違いに気づき肯定的に受け止める

Ｉ．はじめに

近年の社会環境の変化は、特に子どもたちの生

活習慣について影響を与え、そのことが様々な心

身の健康問題へ関連していることは周知の事実で

ある。その中でも、生活習慣病については、子ど

もたちの生活習槙の改善がその予防へ最も重要で

あると考えられ、学校教育現場においては、小児

生活習慣病（小児肥満）予防のための食教育や身
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ルスの縦断的鯛査を行い、その変化を中心に、相

互作用があると思われる、子どもたちのメンタル

ヘルスと生活習慣の関係について検討することを

目的としている。

こと、不安・悩みへの対処および人とのかかわり

に重点を極く」という告示を行い、児童、生徒に

対する「心の健康教育」つまり、メンタルヘルス

の予防的視点の重要性を強調している！)。そして

竹中ら2-6)は、昨今のこのような問題点を改善す

るべく、ストレスマネジメント教育の必要性を説

き、学校教育現場における心の健康、ストレスか

ら身を守るための予防教育の実践、評価について

様々な視点から積極的活動を行い、その動きは、

ここ数年間、養護教諭を中心に全国的にも急速な

広がりを見せている。このような中、児童生徒を

中心とした、メンタルヘルスと生活習慣の関係に

ついての研究は、かならずしも多いとはいえない

が、上地ら，)は、生活習慣の中でも特に運動習慣

へ焦点をあてて研究を行い、その中で、身体活動

水準は、ストレス反応（身体反応、抑うつ・不安、

不機嫌・怒り、無気力）との関連性があり、身体

活動を増強させることが、子どものストレス反応

軽減に役立つとしている。また、宮城ら8)も、身

体活動と身体活動に対する効力感要因が子どもた

ちのメンタルヘルスを考える上で重要であると指

摘している。その他、メンタルヘルスとの関連が

指摘されるタイプＡ行動パターンと生活習慣,)、

敵意・攻撃性と生活習慣'0)、ライフスキルやセル

フエスティームと運動習慣１Ｍ幻との関連性におい

ても、「タイプＡ行動パターン」は主として勉強

時間、活動性の高さ、「敵意、攻撃性」は遅い就

寝時間､睡眠の質の低さ、「ライフスキル」は身体

活動、「セルフエスティーム」は学習（男女)、運

動（男子）身体（女子)、家族（男女）との間に

有意な関連性が報告され、そしてそれぞれ、生活

習慣の適正化が積極的な関連要因であるとの報告

がなされている。しかしながら、これまでに行わ

れてきた、そのほとんどの研究は、横断的研究に

とどまり、それぞれの課題として、運動習慣の形

成プログラムといった教育・指導法の開発やメン

タルヘルスとライフスタイルの因果関係を明確に

するための縦断的研究、つまり不適切な生活習慣

がメンタルヘルスへ影響を与えるのか、あるいは、

メンタルヘルスの状態が生活習慣へ影響を与える

かについて検討する必要性があると考えられてい

る。そこで、本研究は、横断的調査および小学校

５年生から６年生にかけての１年間のメンタルヘ

Ⅱ、対象および方法

１．対象：

沖縄県内公立小学校４校の児童454名（男子236

名、女子218名）

２．調査方法：

本研究における、ベースライン調査は対象が５

年生であった2001年５月～７月に実施し、追跡調

査は、対象が６年生になった2002年５月～７月に

かけて実施した。調査対象のうち調査協力した児

童は、2001年は439名、2002年は425名、両年とも

協力した児童は、406名であり、これらを分析の

対象とした。なお、調査の手順として、各学校長

への協力依頼を行い同意の得られた学校に対して、

対象児童が不利益を被ることのないよう以下に示

す倫理的配慮の説明を行った。１）この調査の

協力は自由意志であること２）この調査は成績

に無関係であること３）データの管理には十分

留意するため個人が特定できないこと。４）研

究目的以外にはデータを使用することがないこと。

３．調査内容

(1)メンタルヘルスに関する調査として、園田ら

が作成し小橋川ら13》によって改定されたメンタ

ルヘルス尺度を用いた。この尺度は５因子（身

体症状、抑うつ、対人不安、衝動、非効力）２３

項目より構成されており、それぞれ５件法で尋

ね、その合計得点をメンタルヘルス得点とした。

(2)生活習慣調査として、睡眠時間、就寝時間、

放課後運動時間、帰宅後運動時間、習い事（ス

ポーツ活動)、朝食摂取、テレビゲーム頻度、

友人との会話、家族（兄弟姉妹以外）との会話

についてそれぞれ５件法で尋ね、それら主な項

目の合計点より生活習慣得点を算出した。

４．分析方法

分析は、まず2001年度、2002年度それぞれのメ

－８０－



宮城ほか：小学校児童における精神的健康の短期的変化と生活習慣の関連について

ンタルヘルス得点とライフスタイルについて横断

的関係性を検討するために、メンタルヘルス得点

の平均値および標準偏差を用い－般的カットオフ

ポイント算出法により、メンタルヘルス良好群、

標準群、不良群に再カテゴリー化し、男女別にメ

ンタルヘルスを独立変数、各生活習慣項目および

生活習慣得点を従属変数とする一元配置分散分析

を行った。次に、縦断的研究として、メンタルヘ

ルスの経年的変化と生活習慣との関連を検討する

ために、１）2001年と2002年のメンタルヘルス

得点、生活習慣得点、メンタルヘルス得点の変化

量とライフスタイル得点の変化量との相関分析お

よび２）2001年をベースラインとしたメンタル

ヘルスの変化パターンを（①標準→良好、不良→

良好、不良→標準をメンタルヘルス改善群、②良

好→良好、標準→標準、不良→不良をメンタルヘ

ルス維持軍、③良好→標準、良好→不良、標準→

不良をメンタルヘルス悪化群）に再カテゴリー化

し、それぞれを独立変数、各生活習慣項目および

生活習慣得点を従属変数とする一元配置分散分析

を行った。

Ⅲ、結果

表１．２に示すように、2001年（５年生時）に

おけるメンタルヘルスとライフスタイルの関係性

について、男子は、特に顕著な関係を示さなかっ

たが、女子については、睡眠時間においてメンタ

ルヘルス良好群が不良群に比べ睡眠時間が長く

(F=5.42,ｐ=0.05)、就寝時間においてメンタルヘ

ルス良好群が早めに就寝する（F=5.60,ｐ=0.04）

ことが示され、さらに、家族：兄弟姉妹以外

(F=4.32,ｐ=0.014）や友人との会話時間（F=8.77,

p=0.001）について、それぞれメンタルヘルスの

良好群が不良郡に比べて会話時間が長い傾向を示

した。2002年（６年生時)の男子については、メ

ンタルヘルス良好群は不良群に比べ、睡眠時間

(F=5.74,ｐ=0.04）が長く、学校での運動時間

(F=7.04,ｐ=001,）が長く、習い事：スポーツ活

動（F=660,ｐ=0.02）が多い傾向を示し､合計ラ

イフスタイル得点（F=15.9,ｐ=0.001）もメンタ

ルヘルス良好群が有意に高い傾向を示した。女子

については、メンタルヘルス良好群が不良郡に比

べ、家族：兄弟姉妹以外（F=5.40,ｐ=0.05)、友

人との会話時間（F=3.10,ｐ=0.047）が長く、合

計ライフスタイル得点（F=3.58,ｐ=0.03）もメン

タルヘルス良好群が有意に高い傾向を示した。

表１メンタルヘルス得点とライフスタイルについて（男子）

ﾗｲﾌｽｸｲＭ１)ﾀﾙﾍﾙｽ得点 2001年度、５年生時

標準群ﾒﾙﾙﾍﾙｽ不良群

3.53(0.9/131）3.30(1.2/33）

3.35(07/131）3.12(1.2/33）

2.94(1.8/129）3.03(1.8/33）

3.60(1.5/130）3.30(1.6/33）

2.84(17/130）3.10(1.7/33）

4.41(1.1/131）3.81(1.4/33）

2.60(1.4/131）3.03(1.4/33）

24.0(47/126）22.5(5.5/31）

2002年度、

標準群

3.50(1.1/139）

3.20(09/141）

291(1.8/137）

3.52(1.6/139）

3.18(1.8/141）

4.50(1.0/140）

3.23(1.5/139）

24.4(4.6/132）

６年生時
一

ﾒﾙﾙﾍﾙｽ不良群

2.90(12/26）

2.70(1.0/26）

2.60(1.8/25）

3.04(17/25）

2.25(1.5/24）

4.24(1.3/25）

3.73<1.4/20

20.5(3.7/22）

ﾒﾙﾙlﾙｽ良好群

360(10/57）

3.36(0.8/58）

2.90(1.8/59）

3.81(1.6/58）

3.03(18/59）

4.40(10/59）

2.70(1.4/59）

24.6(47/57）

ﾒﾝﾀ１Ｍ良好群

3.76(1.0/50）

3.40(0.8/4.8）

3.90(1.5/48）

4.12(1.4/50）

3.82(1.6/47）

440(10/47）

2.83(1.5/49）

27.1(4.1/40）

睡眠時間

就寝時間

学校での運動時間

帰宅後運動時間

習い事ONI.‐ｼ活動）

朝食摂取

テレビゲーム頻度

ライフスタイル合計

F=1.20,p=0.31

F=1.11,p=0.33

F=0.600p=0.55

F=1.141p=0.32

F=0.340p=0.71

F=4.10,p=0.19

F=1.30,p=028

F=2.100p=013

F=5.74,p=004

F=4.51Op=0.12

F=7.04Dp=001

F=4.34,p=0,14

F=6.60,p=0.02

F=0.70,p=0.52

F=3.13,p=0.46

F=15.91p=0001

（）Ｓ､/N,テレビゲームを除くライフスタイルは得点が高いほど適正化している

－８１－
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表２メンタルヘルス得点とライフスタイルについて（女子）

2002年度、６年生時

ﾒﾝｸﾙﾍﾙｽ良好群標準群ﾒｶﾙﾘｽ不良群

3.30(1.3/16）3.43(0.9/142）3.30(1.0/41）Ｆ=0.50,p=0.62

3.00(08/16）aO5(0.8/142）283(08/41）Ｆ=112,p=0.33

1.90(15/16）2.06(1.5/140）1.50(1.0/40）Ｆ=243,p=009

4.44(1.0/16）3.11(1.6/140）3.40(1.7/40）Ｆ=5111p=0.07

2.20(16/16）2.11(1.6/142）1.46(1.2/41）Ｆ＝2.90,p=0.06

4.60('.O/16）4.60(0.6/140）4.30(11/40）Ｆ=1.52,p=0.22

4.30(1.0/16）354(13/142）302(13/40）Ｆ=5.400p=0.05

4.31(L2/16）350(1.4/142）3.73(1.2/41）Ｆ=3.10,p=0.047

23.1(49/16）21.8(4.0/135）20.2(4.1/38）Ｆ=3.58,p=0.03

2001年度、５年生時ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ/ﾒｶ1Ｗ得点

ﾒｶ1Mﾙｽ良好群標準群ﾒﾝﾀ肌ﾙｽ不良群

3.80(0.9/23）3.63(08/146）3.20(1.0/36）Ｆ=5.42,p=0.05

3.35(08/23）3.40(06/147）2.97(0.8/36）Ｆ=5.60,p=0０４

睡眠時間

就寝時間

学校での運動時間

帰宅後運動時間

習い事
(スポーツ活動

朝食摂取

家族(兄弟姉MH以外）
との会話

友人との会話

ライフスタイル合計

（）ＳＤ/Ｎ，テレビゲームを除くライフスタイルは得点が高いほど適正化している

タルヘルス得点の変化量とライフスタイル得点の

変化量については有意な相関関係は見られなかっ

た。また、2001年をベースラインとしたメンタル

ヘルスの１年間の変化とライフスタイルの関係つ

いては、男子、女子とも全ての生活習慣項目にお

いて関係性が見られず、合計ライフスタイル得点

の変化量、ライフスタイル得点の変化量について

も有意な違いは見られなかった（表４.参照)。

次にメンタルヘルスの2001年から2002年の１年

間の変化とライフスタイルについては、表３に示

すように、メンタルヘルス得点（r=0.51,p<0.01)、

ライフスタイル得点（r=0.67,ｐ<0.01)、は2001

年と2002年との間において有意な相関関係が示さ

れ、さらに2001年（r=-0.20,ｐ<0.01)、2002年

(r=-0.35,ｐ<0.01）それぞれ、メンタルヘルスと

ライフスタイルとの間において有意な相関関係が

示された。しかし2001年から2002年１年間のメン

表３メンタルヘルスと生活習慣の相関分析結果

](］

ざ琶罎

[ｌ［

【lＣ変化量一生活習慣変化遇

－８２－
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表４メンタルヘルスの１年間の変化とライフスタイルについて(2001年度：ベースラインを基準として）

女
一

維持群

340(1.0/132）

3.03(0.9/132）

2.10(1.5/130）

3.20(1.7/131）

192(1.1/132）

2.15(1.7/132）

3.51(1.3/132）

3.62(1.3/132）
￣

4.55(0.9/131）

219(4.3/128）

-0.7(3.5/119）

ﾗ、ﾀｲﾙ/ﾒﾝﾀﾙW(得点 男

維持群

3.37(11/137）

3.20(0.9/138）

3.20(1.8/133）

3.70(1.6/138）

3.08(1.4/137）

3.40(1.8/136）

3DO(1.3/139）

325(1.3/138）

4.53(1.0/138）

24.7(50/125）

0.35(3.9/118）

子

ﾒﾙﾙＷ悪化群

3.71(1.1/38）

3.13(0.9/38）

2.80(17/38）

320(1.7/37）

3.80(1.6/38）

2.83(1.7/37）

3.40(1.4/37）

313(1.5/38）

430(1.3/37）

23.8(4.0/36）

0.91(4.5/弧）

子

ﾒﾝﾀﾙIﾙｽ悪化群

3.54(0.9/39）

3.10(08/39）

1.80(13/38）

3.32(1.5/37）

2.00(1.2/39）

1.54(1.3/39）

352(12/38）

3.87(1.2/39）

4.57(0.9/37）

21.1(3.5/33）

-07(3.6/32）

辮
緬
”
陶
圃
倒
胴
叩
叩
皿
叩
Ⅳ

洲
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
別
Ⅸ
別
別
蛆
狐
叩
Ｉ

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ改善群

3.51(1.0/35）

3.30(1.1/34）

3.14(1.8/34）

3.70(1.6/34）

302(1.5/34）

303(19/34）

291(1.6/35）

3.03(1.3/35）

4.13(1.1/32）

24.4(4.7/28）

0.37(4.2/27）

F=0.92,p=ＭＯ

Ｆ=1.10,p=0.34

F=150,p=0.23

F=0.50,p=0.61

F=0.10,p=0.91

F=2.331p=0.10

F=0.01,p=0.99

F=2.20,p=012

F=0.17,p=085

F=0.95,p=0.39

F=0.04,p=０．９６

睡眠時間

就寝時間

学校での運動時間

帰宅後運動時間

習い事(ｽﾎﾞｰﾂ活助）

朝食摂取

雛(麟麟ＭＩＩ)上り殿

友人との会話

ﾃﾚﾋﾟｹﾞｰﾑの頻度

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ制熊

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ鮪oHIlH

妬
Ⅷ
蛆
魂
羽
Ⅲ
Ⅳ
、
皿
側
Ｗ

●
■
●
●
●
ロ
ロ
●
●
●
●

幻
刈
幻
４
判
幻
幻
幻
剖
刈
幻

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

１
１
０
０
９
０
０
０
０
９
０

１
６
３
０
０
０
８
８
０
０
６

４
３
７
２
７
８
７
３
４
５
２

■
■
巳
■
●
■
●
Ｃ
Ｏ
●
●

１
０
０
１
３
１
１
０
２
０
０

匹
隆
隆
圧
医
圧
匹
匹
匹
匹
匹

（）ＳＤ/Ｎ，テレビゲームを除くライフスタイルは得点が高いほど適正化している

ぽ同様であると思われる。一般的にメンタルヘル

スが良好な児童生徒は生活習慣が適正化している

との報告が多く、宮城ら8)も、高いストレスは、

児童生徒のライフスタイルへ影響を与えると示唆

しており、また、小橋川らM)は、就寝時間が、よ

りメンタルヘルスとの関連性が深いと指摘してい

る。また運動時間（身体活動量）についてもメン

タルヘルスとの関連性は数多く報告され、上地

ら'5)は、日常の身体活動と怒り、多愁訴、抑うつ、

および不安の間に有意な関係があるとし、子ども

の身体活動を増加させることが、心身の健康の改

善に役立つ可能性を報告している。さらに、宮城

らs)もストレス反応と身体活動的要因との関係性

について、さまざまな運動を通して得られる成功

体験、それに伴う自信（身体的効力感）の高揚は

子どもたちのメンタルヘルスを考える上で重要で

あると報告していることからも、今回の結果はラ

イフスタイルの中でも身体活動の強化は精神的健

康の改善へ重要な役割を果たしているものと考え

られる。一方で、今回の結果は、男女間で若干の

違いを見せている。女子については、６年生にな

ると家族（兄弟姉妹以外)、友人との会話のみが

関係していることが示された。このことは、近森

ら、の先行研究より小学校における運動の実施率

Ⅳ、考察

本研究は、小学校児童の精神的健康（以下：メ

ンタルヘルス）と生活習慣（以下：ライフスタイ

ル）の関係について、横断的調査と１年間の縦断

的調査より検討を試みたものである。その結果、

2001年（５年生時）におけるメンタルヘルスとラ

イフスタイルの関係性について、男子は、特に顕

著な関係を示さなかったが、女子について有意な

関係がみられた項目は、メンタルヘルス良好群が

不良群に比べ睡眠時間が長く、メンタルヘルス良

好群が早めに就痩することが示され、さらに、家

族（兄弟姉妹以外）や友人との会話時間について、

それぞれメンタルヘルスの良好群が不良郡に比べ

て会話時間が長い傾向を示した。また2002年（６

年生時）の男子について有意な関係がみられた項

目は、メンタルヘルス良好群は不良群に比べ、睡

眠時間が長く、学校での運動時間が長く、習い事

(スポーツ活動）が多い傾向を示し、合計ライフ

スタイル得点も有意に高い傾向を示した。女子に

ついては、メンタルヘルス良好群が不良郡に比べ、

家族（兄弟姉妹以外)、友人との会話時間が長く、

合計ライフスタイル得点も有意に高い傾向を示し

た。このことは、いくつかの横断研究の結果とほ
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について、女子は、学年が進むにつれ減少すると

の報告がある。その中で、この男女差は、必ずし

も身体的要因によるものではなく、社会状況を反

映した社会・心理的要因にあるとされ、例えば、

男子は幼いころから女子に比べ人に勝つことを期

待され、また良い成績をおさめるようしつけられ、

このような勝負志向が男子を運動へ駆り立て、女

子を運動から遠ざけるような状況を作り出してい

るとも考えられている。したがって女子のライフ

スタイルの中で運動（身体活動）のもつメンタル

ヘルスへの影響力は発達段階を経ることによって

弱まるとも推測できる。また、男子にはみられな

い家族（兄弟姉妹以外)、友人との会話について、

との関連性が示されたことについては、女子がメ

ンタルヘルスを良好に維持する際、他者による影

響を受けやすく、特に両親や友人の影響が重要で

ある可能性を示唆するものであると考えられる。

さらに、望ましいライフスタイルの背景には、安

定した母子関係があるとの塚本ら、の指摘からも、

家族、友人といった重要な他者との良好なコミュ

ニケーションが小学校児童のメンタルヘルスにとっ

て重要な関連要因の一つであることを示した結果
であると考えられる。

次に、縦断的調査研究として、メンタルヘルス

の2001年から2002年の１年間の変化とライフスタ

イルについて、メンタルヘルス得点、ライフスタ

イル得点は2001年と2002年との間において有意な

相関関係が示され、さらに2001年、2002年それぞ

れ、メンタルヘルスとライフスタイルとの間にお

いて有意な相関関係が示された。このことは、メ

ンタルヘルス、ライフスタイルそれぞれについて

1年後もそれほど大きく変化することはなく、あ

る種のトラッキング現象が含まれていると考えら

れる。また、2001年をベースラインとしたメンタ

ルヘルスの１年間の変化（メンタルヘルス改善群、

維持群、悪化群）とライフスタイルの関係ついて

は、男子、女子とも全ての生活習慣項目において

有意差がみられず、合計ライフスタイル得点、ラ

イフスタイル得点の変化量についても有意な違い

はみられなかった。このことは、横断的鯛査にお

いて、メンタルヘルスとライフスタイルの関係性

は有意であるとのこれまでの報告や、今回の横断

調査の結果とは異なるものとなった。しかし、今

回の縦断的鯛査結果を率直に解釈すると、この結

果は、メンタルヘルスの状態が良い方向へ変容し

たからといって、必ずしもライフスタイルが適正

化するとは限らないことを示していると考えられ

る。したがって、メンタルヘルスが良いことが生

活習慣を改善するというよりも、子どもたちはベー

スとなっている生活習慣（生活環境）から発生す

る様々なストレッサーの影響を受け、その結果ス

トレスフル（ストレス反応を生ずる）になってい

く可能性が推測される。加えて、本鯛査結果は、

子どもたちの生活環境（生活習慣）を整え、ライ

フスタイルを適正化していくことがメンタルヘル

スの改善へ有効に作用する可能性、つまり、これ

までの横断的研究からの知見を支持するものであ

ると考えられる。

しかしながら、今回の研究は、経年的な検討を

行ったわけであるが、その細かなメンタルヘルス

の内容的検討を十分に行っていない。つまり、子

どもたちが実際に経験するストレッサー、それに

対するストレス反応の詳細検討を行い、それに関

連するライフスタイルやその他の関連ファクター

を再度確認し、さらに、１年間という追跡期間の

短さや対象数の少なさ、分析方法の妥当性などの

問題点についても、対象数を増やし、長期的視点

をもった調査計画（分析方法を含む）に基づき行

われる必要があると考えられる。

付記

今回の調査をするにあたって、ご協力いただい

た各小学校の子どもたちをはじめ、先生方、学校

関係者の皆様へ深く感謝申し上げます。

なお、本研究は、平成14年-16年度文部科学省

研究費補助金（基盤研究Ｃ：14580047）の補助を
受けて行われたものである。
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